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郵

便

局

の

今

昔

ま
ず
、
郵
俊
民
の
業
務
内
氏
ー
か
ら
・

郵
便
、
郵
便
貯
念
、
郵
俊
為
替
、
配
便
伝

得
、
簡
易
生
命
保
険
、
郵
便
年
分
な
ど
の

引
業
事
務
お
よ
び
、
電
々
公
会
、
N
H
K

か
ら
委
託
さ
れ
た
来
務
、

印
紙
の
光
り
さ

ば
き
、
国
庫
余
の
受
け
弘
レ
に
関
す
る
業

務
を
お
こ
な
っ
て
い
る
郵
政
省
の
地
方
機

関
で
あ
る
ら

さ
て
、
こ
の
弥
州
民
間
が
、
ま
仁
郭
僚
制

度
が
、
今
日
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
品
川

島
密
と
い
う
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、

一
八

七
一
年
ハ
明
治
円
ιニ
、
穿
京
、
，X
阪
間

に
一
日
一
俊
の
飛
脚
を
し
・
た
て
て
お
こ
な

う
方
法
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
J
d

郵
便
と
レ
う
こ
と
は
も
、
一
動
使
切
子
も
は

じ
め
て
発
行
さ
れ
た
心
タ
五
年
、
全
同
主

要
都
市
で
一
せ
レ
に
郵
便
業
務
を
開
始

し
、
翌
六
年
、
料
金
の
全
民
均

一
制
が
と

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
“

川
町
に
郵
便
取
奴
所
が
設
け
ら
れ
仁
の

は
、
明
治
五
年
一
ニ
月
一
口
で
、
今
日
の
楠
益

ぷ
氏
の
お
宅
の

と
こ
ろ
で
、
初
代
同

μ

は
、
九
問
伊
右
耐
門
氏
で
あ
る
つ
明
治
一
一

ー
バ
午
、
泊
町
郵
便
屯
伯
尚
と
改
林
、
．ム

k
局
長
、
松
岡
益
大
郎
氏
の
と
討
に
、
今

U
の
大
西
謀
略
の
入
日
附
近
、
怯
同
局
ーん

の
敢
地
の
一
一
隅
に
局
Amu
－か
一フ
つ
り
、
一
ニ
十

九
八
年
泊
郵
使
崩
と
改
称
さ
れ
・に
し
明
治
円

十
四
作
に
は
、
ん
ruの
泊
農
協
両
ど
な
り

に
刀
る
場
所
に
問
A

明
け
が
で
き
れ
J

梶
山
川
以

小
川
一
連
二
氏
（
八
代
川
）
に
な
っ
て
、ムー

い
い
の
位
置
に
局
A
け
が
新
笑
さ
れ
れ
が
、
そ

れ
も
、
こ
と
し
八
パ
五
け
か
ら
、
駅
J

川
の

平
柳

一
、
二
四
二
番
池
に
、

鍛
続
二
階
庄

の
剖
代
的
新
時
合
に
移
っ
て
宗
務
を
開
始

す
る
こ
と
と
な
っ
た
ω
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変

遣
の
あ
と
な
ト
八
ま
か
に
記
し
て
主
た
ら

邸
便
局
の
決
務
内
容
の
A
V
判
は、

新
た

に
と
ら
え
て
記
述
す
る
こ
と
は
な
レ
ら
と

い
う
の
は
、
郵
便
業
務
は
、
明
治
初
年
に

来
務
開
此
と
共
に
、
今
日
と
は
あ
ま
り
に

変
わ
る
と
こ
ろ
の
な
レ
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
：
：
：
。
変
わ
っ
た
の
は
、
泊
、
山
舟
見
聞

の
制
抑
制
限
物
の
て
い
ほ
が
、
昭
和
十
九
年
で

焼
止
さ
れ
て
照
却
ま
わ
り
・と
な
り
、
ハ
ツ

ピ
に
わ
ら
じ
ば
き
の
配
達
さ
ん
が
、
自
転

車
、
ォ
ー
ー
が
ィ
、
小
型
自
動
車
と
近
代

化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
去
る
七
川

一
け
か
ら
、
榔
刷
出
議
号
制
度
が
実
施
さ
れ
、

機
械
に
よ
る
以
分
け
と
大
き
く
か
わ
っ

た
b

朝
日
町
に
は
F

』
の
外
、
宮
崎
局
〈
川

治
三
十
四
年
〉
を
は
じ
め
、
庭
、

五
筒
正

蛭
谷
、
山
崎
、
ぷ
家
正
の
六
局
が
あ
る
。

（

E
）
 

ム
期
間
写
真
V

明
治
四
十
年
代
の
泊
郵
便
局
（
現
在
の

泊
園
長
協
同
隣
1

松
田
益
大
郎
局
長
〉

（
平
田
佐
之
助
氏

（
道
下
）
所
有
）

昭
和
田
十
四
年
歌
会
始
の

お
題
お
よ
び
詠
進
要
領

昭
和
田
十
凶
作
政
会
始
の
お
題

は

一
長
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一詠
進
は
一
人
一
行
と
し
、
米
先
山
訟

の
紋
で
あ
る
こ
と
。

詠
進
一
期
間
は
、
九
川
一
臼
か
ら
十

月
十
日
ま
で
で
す
。

な
お
く
わ
し
い
応
募
要
領
等
は
役

場
総
務
課
広
報
係
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ

さ

い

。

〈

総

務

課

）



か
に
育
て
て
い
た
に

E
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
長
レ
間
補
蒜
口
貝
の
職
に
つ
い
て
く

だ
さ
い
ま
し
仁
前
任
者
の
方
々
に
対
し
紙

上
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
今
後
と
も
、
子
ど
も
ら
の
健
全
育
成

の
た
め
、
過
去
の
補
導
体
験
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
ま
し
て
、
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

南

条

範

夫

石
原
棋
大
郎

東
京
堂
出
版

東
京
堂
出
版

大

山

玲

稀

大

野

明

男

瀬
戸
内
晴
美

柴
田
錬
三
郎

多

岐

川

恭

藤

原

審

爾

吉
行
淳
之
介

第
六
の
容
疑
者

怒

り

の

像

外
来
語
辞
典

江
戸
川
柳
辞
典

花
の
作
り
方
十
二
カ
月

余
一

学

連

彼
女
の
夫
に
ち

問
つ
引
と
ぶ

み
ん
な
刑
事

恐

喝

疫

の

噂

日
本
の
女
性
史

全
四
巻

わ
れ
ら
九
人
心
戦
鬼

流
氷
は
坤
ら
な
い

金
色
の
官
民
’P

日
本
の
詩
歌

江
戸
川
柳
佼
話

営

む

叱

東
京
ハ
イ
ウ
ニ
l

惜

し

ぷ

け

佐
々
し
L
か一

一・
押
し
二
ゑ

明
治
の
人
ぺ

制
め
ら
れ
仁
な
め
記
加
隊
出
火
希
流

化

わ

増

田

孝

一

一郎

丸
山

保
u
p

柳

川

創

山

ニ
エ
J
K．町
下

’

ゴ

ニ

民

法

十
恥
へ
川
v

・Jrド
み

A
O
レ
「

＼

14
判
羽

i
v
L
V
T1
2

七
け
容
を
・
と
う
パ
主
み
か
加
藤
締
七
一

川
…
梢
の
は
減
七
ち

日
本
教
職
員
知
人
’H

芯

説

十寸
林
光
州

円
I

山版
h
r
’A

一
カ
ー九
人
出
版
ニ
ュ
ー
ス
祉

日

本

の

十

川

政

中

間

開

中

也

泊

五

一

三

浦

止

門

古

川

紋

凶

ぃ日山

木
川
形
式

凶
追
悼O J
n

－ソ

線

品

出

一
川

松

倉

山

戸

美
佐
美
和
子

居

波

洋

子

越

沢

希

彦

山

本

明

谷

文

彦

中

島

栄

作

氷

見

み

さ

蓬

沢

豊

二

真

部

繁

松

中

野

茂

雄

水

島

文

子

加

藤

民

子

米

田

み

さ

黒

坂

富

校

村

口

隆

造

土

肥

孝

信

道

用

和

弘

長

井

保

正

大

倉

前拡

大

平

博

犬

田

和

夫

野

村

久

田

佐
々
木
一
雄

ア

夏

も

青
少
年
を
た
く
ま
し
く
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夕
食
を
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
と
る
0

0
暑
さ
に
ま
け
な
レ
生
活
設
計

起
床
、
勉
強
、
遊
び
な
ど
時
間
を
計

時
訓
プ
勺
J

－
T

『一『
I
J

一角＆’吋ノ。

E
E
’nロ－
V
4
1
17
’t
一

。
非
行
、

事
故
の
防
止

あ
の
子
も
、
こ
の
子
も
、
み
ん
な
の
子

隣
近
所
で
、
住
み
よ
い
環
第

ま
ず
体
得
、
交
通
庁
1

b

F

家施
脹し
の宣
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〈
朝
日
町
青
少
年
問
題
協
議
会
）

八
補

導

員

V

日

本

喜

一

玉

水

貞

芳

佐

渡

貞

一

平

田

家

寺

田

芳

男

水

島

英

明

大

村

守

巧

R

J

J

L

U

Z
制

＋

f

γ

J

V

竹

森

文

子

山林

野

稔

利

回

一

征

内

川

好

雄

ョ。
υ

～＼

片
品
円

J

ノ
ノ
，
a

水
島
畑
次
郎

島

田

秀

作

魚

住

久

雄

橘

秀

三

郎

館

昭

一
郎

長
木
小
夜
子

来

英

二

松

本

棋

造

体

制

谷

賢

二

村

口

ヤ

イ

子

選

坂

邦

夫

仁口

江

悼

明

畑

良

造

和
歌
森
大
郎

柴
田
錬
三
郎

富

島

憾

大

佐
野
佐
藤
春
一
比
一

田
辺
貞
之
助

戸

川

昌

子

島

田

）
到

結
域
日
目
的

邦

光

史

郎

梶

山

本

之

山
手
樹
一
郎

（U
宵
少
年
問
題
協
議
会
）

。

。

八
月
の
家
庭
の
日
は
十
八
日
で
す

ひ

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

補
導
員
改
選

せ
め
て
毎
月
の
家
庭
の
日
に
は
、
家
族

そ
ろ
っ
て
夕
食
を
と
も
に
し
ま
し
ょ

D
V

朝
日
町
で
は
、
青
少
年
を
す
こ
や
か
に

育
て
る
た
め
の

一
環
と
し
て
、
昭
和
三
十

六
年
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
以
来

毎
年
夏
期
（
夏
休
み
）

、年
末
年
始
、
卒
業

期
の
季
節
補
羽
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
成

来
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
む

本
牛
青
少
年
問
題
協
議
会
，
t
究
員
の
退
任

に
と
も
な
い
、
な
が
ら
く
補
持
の
任
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
い
た
補
導
員
の
万
々
も
改

減
し
て
い
た
ど
〈
こ
と
に
な
り
、
六
H

ハ一

H
付
で
後
一
認
の
と
お
り
新
委
員
会
長
唱
し

ま
し
た
ら

二
の
新
し
い
陣
殺
に
よ
り
、
七
パ
二
十

五
日
か
ら
八
月一一一
十
れ
ま
で
開
設
さ
れ
る

皮
期
補
4
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
さ
れ
、
活
躍

し
て
い
七
た
く
二
と
に
な
り
ま
し
れ
u

一
般
町
民
の
貸
さ
ん
も
ぜ
ひ
補
議
員
に

ご
協
力
く
五
さ
い
ま
し
て
、
町
ぐ
る
み
の

補
持
活
動
を
波
間
し
、
ぃ
ト
庁
少
午
を
ナ
F

」や

一
図
書
新
刊
案
内

さ

朝
日
町
立
関
書
館

東
京
学
出
限

引
一
浦

桜
子

西
洋

批
界
治
名
計
奥

様

不

の

柏

販
に
い
た
感
覚

あ

白百

出
常
雄

モ
ー
タ
ー
ス
及
び
泊
タ
ク
シ
ー
の
一一一社が

従
来
よ
り
ご
愛
顧
い
た
が
～
い
て
お
り
ま
し

た
各
位
の
こ
中
一
冗
を
廃
止
し
で
、
町
の
交

通
安
全
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し

νと
、
教

合
器
材
F

十
万
円
相
当
）
の
数
々
合
判
い

町
長
に
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
の
で
さ

っ
p
て

〈
町
及
び
町
交
通
安
全
対
策
協
線ノバ
、
そ

の
他
教
育
関
係
機
関
と
協
議
の
会
え
、
火

池
山
友
会
に
役
久
仁
せ
て
レ
士
記
念
、
お
容

せ
く
ど
さ
ト
ト
ま
し
た
一二社
の
誠
J

泣
か
）十
分

反
映
し
、
そ
の
効
巣
を
期
待
い
穴
し
た
U

も
の
で
す
一
》

戸町
長
引
J

（要？益事長易会号）第156号

ー

交

通

安

全

に

一

「
｜
明
る
い
話
題
L

日
動
車
な
ど
心
交
通
機
関
の
品
開
地
に
伴
い
1

4λ

通
事
依
が
多
発
し
、
毎
日
数
知
れ
ぬ
犠

牲
者
が
あ
と
を
絶
亡
す
、
，父
泊山友人ト
一次
ひ

歩
行
者
の
安
全
教
育
か
強
／
、川
ば
れ
て
い

ま
す
む
－
一
の
よ
う
に
交
通
安
全
が
強
／

川
ば
れ

ァ・
i
る
と
主
、
明
る
い
話
題
の

一
つ
と
し

て
、
こ
わ
た
び
山
い
ん
市
不
同
動
車
店
内
合
、
山γ
一点

下
山
新
児
童
ク
ラ
ブ
に

県
連
合
会
長
賞

下
山
新
児
童
グ
ラ
プ
H

省
葉
《
μ

は、

こ
の
ほ
ど
優
良
児
童
ク
ラ
グ
と
し
て
、
富

山
県
児
童
ク
ヲ
プ
述
合
会
長
賞
〈
山
田
実

会
長
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
（
教
育
要
員
会
）



［国民1今日
身
体
植の
吾不
福自
祉由
年な
金方
カil』

あ
り
ま
す

昭和43年：8・周刊 日
月 刊〈毎月10日発行）

国
民
年
金
で
は
、
身
体
が

不
自
由
で
、
家
族
等
の
手
助

け
が
な
く
て
は
、
身
の
ま
わ

り
の
こ
と
や
日
常
の
動
作
が

で
き
な
い
人
に
、
障
害
福
祉

年
金
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

ひ
ナ。
こ
の
よ
う
な
人
が
、
五
年
間
請
求
手
続

き
を
し
な
い
で
お
く
と
、
せ
っ
か
く
の
年

金
の
受
給
権
利
も
な
く
培
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
請
求
す
る
と
き
に
は
、
定
め
ら
れ
た
診

断
書
が
必
要
で
す
が
、
経
済
的
理
由
や
へ

き
地
の
た
め
、
専
門
医
の
診
断
を
受
け
ら

れ
な
い
事
情
の
あ
る
人
に
は
、
田
川
か
ら
．
k

師
を
派
遣
し
て
診
断
書
を
作
成
す
る
な
ど

請
求
し
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さあ

町
営
住
宅
が

一
戸
あ
き
ま
す

桜
町
、
！
旭
ケ
丘
同
地
内
の
第
二
種
件
宅

号

一
一
戸
が
、
八
月
末
に
空
家
と
な
り
ま
す
の

%

一
で
、
入
居
希
望
の
方
は
、
八
月
十
五
日
か

引

一

ら
八
月
二
十
日
ま
で
の
聞
に
役
場
民
生
課

し
十
一

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
み
多
数
の

乱
同
一
場
合
、
会
闘
を
抽
せ
ん
い
た
し
ま
す
。

A
M
u
h
H
M町
圃

月
初
一

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生
課

8
便
一
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

手
郵
一

拾
種
一
八
入
居
資
格
V

品開口
－
L
朝
日
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の

ρトk
u

－
－
現
民
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

。

－

す

る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

t
t
－一
九
＆
毎
月
政
令
で
定
め
る
基
準
め
収
入
め
あ

こ
の
よ
う
た
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

す
ぐ
役
場
民
中
課
に
連
絡
し
て
〈
ど
さ
い

一

回、

玉
、
大
月
分
の
国
民
年
金
保

一

一
険
料
は
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う

。

ん

福
祉
年
金
が
改
善
に

＋
月
か
ら
増
額

こ
と
し
の
一
月
か
ら
福
祉
年
金
の
年
金

額
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
が
、
十
月
か
ら
ま

た
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
と
し
は

二
度
の
引
上
げ
と
な
り
ま
す
。

ま
た
所
得
に
お
る
制
限
額
も
改
渇
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
品
目
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
ら

－

一
、
年
金
頼
の
引
き
上
げ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
種
住
宅
に
つ
い
て
は
、
入
厨
者
の

毎
月
の
収
入
合
計
額
か
ら
、
配
偶
者
な
，

ら
び
に
扶
養
老
一
人
に
つ
き
一
一、

0
0

0
円
を
控
除
し
た
額
が
、
二

O
、

0
0－

O
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

〈
注
〉
給
与
所
得
者
の
場
合
の
毎
月
の

収
入
額
は
、
所
得
税
法
の
規
定
に
基
づ

き
算
出
し
た
所
得
金
額
を
十
二
で
除
し

た
額
〈
い
わ
ゆ
る
総
収
入
か
ら
勤
労
者

控
除
等
を
差
引
い
た
額
を
十
二
カ
月
で

除
し
た
額
を
言
う
）

4．現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
も
の
。

与
家
賃
滞
納
な
ら
び
に
そ
の
他
に
つ
い
て

課
程
人
の
あ
る
も
の
V

（
民
生
課
）

・
老
令
一
九
、
二

O
O円
か
ら
二

C
、判
。
。
円

．
陣
笹
三
O
、
0
00
円
か
ら
三
二
、内

0
0
川

．
母
子
二
八
、
八

O
O
円
か
ら
三

て
ニ
O
O円

（
子
供
二
人
の
と
き
）

二
、
所
得
に
よ
り
支
給
停
止
と
な
る
所
得

限
度
額
の
引
き
上
げ

－
受
給
者
本
人
所
得

一一
六
万
円
か
ら
二
八
万
円

・
受
給
者
の
配
偶
者
か
扶
議
義
務
者
の

所
得
（
扶
貸
す
る
親
族
が
五
人
の
と

き）七
九
ー万
円
か
ら
八
九
万
五
千
円

収
入
額
で
は

九
三
万
二
千
五
百
円

か
ら

一
O
五
万
五
千
円
に

三
、
公
務
扶
助
料
等
引
き
上
げ
に
よ
り
、

福
祉
年
金
と
併
給
さ
れ
る
限
度
額
の
引

き
上
げ
二
一万
九
千
五
百
円

か
ら
一
三
万
五
千
五
刊
円
に

（
民
生
課
）

－h
 

今
月
の
税
金
は

町
県
民
税
二
期

保

険

税

二

期
分
で
す

tiC.eゐu・

富
山
県
公
害
防
止

条
例
施
行

四
月
一
日
か
ら
富
山
県
公
害
防
止
条
例

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

経
清
活
動
の
発
展
に
と
も
な
い
、

暦
の
上
で
は
既
に
立
秋
も
過
ぎ
た

が
、
日
広
列
島
は
米
だ
三
伏
の
候
の
木

伏
に
当
り
、
正
に
酷
暑
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
田
舎
の
お
盆
頃
に
な

る
と
朝
夕
の
空
気
も
涼
気
を
合
み
、
そ

ぞ
ろ
忍
び
寄
る
秋
の

気
配
が
感
じ
ら

る。関
東
方
出
で
は
陽
燃
の
七
月
十
五
日

に
新
盆
と
称
し
て
孟
蘭
盆
を
営
む
が
、

田
舎
で
は
八
月
十
五
日
を
中
心
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
’
多
い
。

推

古

天

皇

の

う

ら

ぽ

ん

十
四
年
（
六
O

孟

蘭

盆

六
年
）
七
月
十

五
日
、
小
国
か
ら
伝
わ
っ
た
孟
醐
誌
の

行
事
が
川
本
で
初
め
て
行
な
わ
れ
て
U

来
、
ず
っ
と
現
在
ま
で
そ
の
行
事
が
庶

民
ま
で
広
が
り
統
い
て
き
て
い
る。

内
容
や
形
式
は
風
俗
習
慣
、
門
徒
出

派
に
よ
っ
て
多
少
異
る
が
、
仏
境
や
お

ひ
や
く
み
出
ん

基
に
い
ろ
い
ろ
の
食
べ
物
（

η味
の
飲

ド
し
・
0
食
）
を
供
え
、
行
慣
や
切
子
慨
砲
を
下

げ
え
先
祖
の
生
霊
の
送
り
迎
え
を
す
る

宗
派
な
ど
は
、
や
は
り
ほ
ん
と
う
の

Lま
L、

煙
、
粉
じ
ん
、
ガ
ス
、
廃
液
、
汚
水
、
騒

音
、
振
動
、
悪
臭
ハ
以
下

「大
気
の
汚
旅

等
」
と
い
う
。
〉
に
よ
る
公
常
発
作
の
お

そ
れ
が
作
一じ
て
お
り
ま
ナ
。
こ
の
よ
う
な

公
害
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
そ
こ
な

う
ば
か
り
で
な
く
、
産
業
の
健
全
な
発
展

の
障
害
と
も
な
り
ま
す
？
こ
の
条
例
は
、

こ
の
公
窓
口
を
防
止
し
て
よ
り
美
し
く
豊
か

な
県
十
一を
築
く
こ
之
を
目
的
と
し
て
制
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
次

に
該
当
す
る
事
業
者
は
、
所
定
の
事
項
を

知
事
に
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
く
れ
な
い
よ
う
届
出
書
を
提
出
し

て
〈
．
た
さ
い
o
f
－

こ
の
ζ

之
院
副n
f
u
r’
て
の
く
わ
し
い
こ
と

及
び
属
品
輯
用
紙
等
に
つ
レ
て
は
民
生
課

み
た
ま
祭
り
ら
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

さ
て
、
お
盆
に
な
る
と
お
中
元
と
称

し
て
、
上
役
や
取
引
先
、
懇
意
な
知
友

人
な
ど
に
贈
物
を
す
る
風
習
が
近
年
頓

に
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
や

い
き
み
た
ま

は
り
「
孟
醐
盆
経
」
の
中
の
「
生
御
玉」

か
ら
で
た
も
の
で
、
室
町
時
代
の
頃
か

ら
、
七
月
十
五
日
〈
中
元
の
日
〉

に
、

目
下
の
者
が
主
人
や
闘
上
の
人
に
対
し

て
そ
の
健
康
と
民
対
を
祝
し
て
贈
物
を

し
供
応
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
き
た

ち
ゅ
3

げ
ん
が
、
こ
れ
が
今

と

中

元

H
の

「
蓄

の

つ
け
届
け
」
の

形
と
し
て
続
き
、
こ
れ
を

「
お
中
一
冗
」

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
中
元
も
、
こ
ね
や
袖
の
下
に
使
わ

れ
た
り
、
た
ら
い
凶
し
に
さ
れ
る
よ
う

な
形
式
的
な
も
の
で
な
く
、
真
情
の
こ

も
っ
た
、
お
互
い
の
健
康
を
祝
し
畏
持

い
き
み
た
ま

を
祈
る
純
粋
な
「
生
御
ぷ
」
の
精
神
に

戻
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

間
部
普
治
〉

（
編
集
委
員

公
器
担
当
者
に
向
い
合
せ
〈
お
求
め
）
く

だ
さ
い
。

ω常
時
十
人
以
上
の
従
業
員
を
使
用
す
る

事
業
所
で
、
富
山
県
公
害
防
止
条
例
施

行
規
則
別
表
（
略
）
に
掲
げ
る
施
設
を

有
す
る
も
の
。

凶
現
に
施
設
を
・
有
し
て
届
出
事
項
に
該
当

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
本
年
九
月
一
日

ま
で
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。

仙
川
あ
ら
た
に
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

も
の
は
本
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

凶
届
出
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
す

ぐ
届
出
を
し
て
く
記
さ
い
。
（
変
更
届
v

m公
害
防
止
の
管
理
受
任
者
を
置
い
て
く

だ
さ
い
？

’

（民
生
隈
）

a仏
・

n
U
V
4
E

’
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明
る
い
健
康
な

町
づ
く
り
の
た
め

に
、
ス
ポ
ー
ツ
の

あ
ら
ゆ
る
層
へ
の

普
及
と
ス
ポ
ー
ツ

る

の
日
常
化
を
目
ざ

古
品

し
て
、

こ
と
し
も

や
ノ

朝
日
町
ス
ポ
ー

ツ

｛

教
室
を
開
設
す
る

＋ゆ

が
、
そ
の
先
矧
を

？
・
・
切

っ
て
、
七
月
八

百
Z

日
、
境
地
区
の
鍋

教

人
を
対
象
と
し
た

パ

ν

1
ポ

1
山
戸

コ

‘．

ー
ス
、
引
き
続
き

七
月
二
十
二
日
に
は

山
崎
地
区
の
婦
人
を

対
象
と
し
た
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
コ
l

ス
が
そ

れ
ぞ
れ
開
消
さ
れ

た。署
い
さ
な
か
、

一

日
の
仕
事
を
終
え
て

か
ら
や
〈
境
地
区
〉
、

ポス

忙
が
し
い
仕
事
の
合
い
問
を
ぬ
っ
て
の

（山
崎
地
区
）
教
室
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

初
日
か
ら
喜
々
と
し
て
球
に
と
び
っ
き

興
じ
る
同
僚
は
実
に
健
康
的
で
あ
る
。

ス
ポ

ー
ツ
教
室
の
ね
ら
レ
は
、
単
に

ス
ポ
ー
ツ
教
市
中一
で
終
わ
る
の
で
は
な
く

そ
の
成
果
が
、
地
域
や
家
庭
の
中
に
と

り
入
れ
ら
れ
て
レ
く
こ
と
で
あ
る
こ
と

を
考
え
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
契
機
に
、

「
健
牒
で
明
る
い
生
活
設
計
」
に
役

立
た
せ
た
い
も
の
。

は
お
四
十
三
年
度
開
設
の
ス
ボ
l

ヅ
教
常
は、

前
記
二
コ
l
λ

の
外
に

が
ド
ミ
ン
・r
ン
コ
l

ス
（
大
家
庄
池

同
庁
年
J

、
点
山崎
コ
l

λ

戸
市
川
北
区

婦
人
）
、
ス
キ
l

コ
ー
ス
（
全
町
所

社
作〉

の
、
合
計
山
種
目
五
コ
l
，λ

折、ナ。

（
教
育
委
員
会
）

／、
右 i二：ヂ

ムパ〉
ド ν

ンポ

l- 1 
ン ／ノ

教教
と笠宮

・
一
O
O
悦

純

子
（
泊
）

男
①
清
水
順
一
（
泊
）
女
①
松
本
マ
卓
球

政
子
（
泊
）
②
河
村
雅
子
（
泊
）
女
①
湯
島
久
奨
子

・一
一、
0
0
0汎

千
代

（泊）

①

根

建

武

光

（

泊

）

マ

バ
レ

ー
ボ
ー
ル

・
八
O
悦
ハ

ー
ド

ル

男

①

泊

中

①
男
小
川
雑
事

（小
川
）
女

①

西

マ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル

田

裕

子

（

泊

）

男

①

泊

中

女

①

泊

中

・
＝
o
O悦

マ
柔

道

一
般

の

部

女

①

小

林

陽

子

（

泊

）

倒

人

軽

量

叡

②

井

田

栄

ニ

マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
四
O
O悦
リ
レ
l

V
剣

道

男
①
朝
日
ク
ラ

プ

②

笛

附

ク

ラ

プ

女

①
泊

中

個

体

②
泊
中

女

①

日

東

紡

・

三
段

跳

個

人

①

松
原
陽
一

（
泊
）
①
中
村

マ

卓

球

児

①

清

水

順

一

（

泊
）
①
鹿
熊

修

浩

通
（
泊
）

男
①

下

沢

進

（

小

川

）

マ
体

操

V
パ
V

1

ポ

ー

ル

・

砲

丸

投

団

体

女
①
泊
中

男
①
朝

日

夕

ラ

プ

男

①

津

田
義
明
（
泊
）

マ

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
（
女
）

マ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
1
h
F

・
走
高
跳

団
体
①
小
川
中

男

①

泊

ク

ラ

プ

女

①

広

田

多

加

子

〈

泊

）

個

人

①

殿

村

博

子

・清
水
久
美
（
小

中

学

の

部

・

走

巾

跳

川

）

マ

陸

上

続

技

女

①
平
坂

田

鶴

子

（

刑

）

①

水

島

（

朝

日

町

体

育

協

会

）
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れ、

下
水
や
各
家
の
使
所
な
ど
を
消
毒

し
た
。

山
崎
校
下
青
年
回
（
団
長
谷
勝
由
）
で
は

朝
日
町
の
シ
ン
ボ
ル
－
朝
日
岳
の
清
掃
を

計
画
し
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
が
期
待

さ
れ
る
c

下新川郡民

体育大会

龍轟轟霊鹿

各

地

で

美

化

運

動

展

開

a仏
τ
n
u
n
L

（泊〉

⑨
南
茂
八

（泊）

朝
日
町
述
合
青
年
間
で
は
、
美
し
い
町
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
各
校
下
青
年
間
に
お
い
て
も
積
極
的
に

美
化
運
動
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

笹
川
校
下
青
年
団
（
同
長
竹
内

読
裕
）
で
は
、
毎
年
ト
ン
ネ

ル’
消
掃
な
行
な
っ
て
い
る
が
、
二
と
し

も
七
月
一

日
、
朝
の
三
時
半
か
ら
約
ご

十
名
の
凶
員
が
、
地
区
民
や
域
山
を
訪

れ
る
人
が
気
持
よ
く
ト
ン

ネ
ル
を
辿
れ

る
よ
う
き
れ
い
に
し
た
。

泊
校
下
車
問
年
団
（
団
長
入
江
久
）
で
は
、

乙
の
ほ
ど
此
川
通
り
の
街
舵

一
本

一
本

に
カ
ン
．ツ
ノ
九
山
で
作
っ
た
ば
血
を
取
り

付
け
、
道
行
く
人
が
た
ば
こ
の
岐
長一
を

Y

小
川
一
芭
に
姶
な
レ
よ
う
に
咋
び
か
け
て

い
る
ら
ま
た
、

七
月
十
九
U
夜
に
は
婦

人
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
日
米
紡
讃

自
治
会
h

は
ど
の
協
力
企
得
て
、

川
内
吋

〈
朝
日
町
述
合
計
年
間）

八
》
真
V
泊
青
年
回
取
り
つ
け
の

w
ス
イ
ガ
ヲ
入
れ
ρ

美
化
パ
ν

l
ド
し
た
。
こ
れ
に
は
約
行

二
十
余
名
が
参
加
し、

約
二
キ
ロ
余
り

の
コ

ー
ス
を
、
プ
ヲ
カ
l

ド
や
広
報
車

で
、
美
し
い
町
づ
く
り

の
根
本
は
「
捨
て
な

い
、
汚
さ
な
し
、刊
こ
わ

さ
な
い
」

で
あ
る
と
呼

び
か
け
た
し

境
校
下
青
年
団

（団
長
水

内局
英
樹
）
で
は
、
七
月

二
十
一
日
、
力
や

ハ
ニ

の
い
な
い
町
に
し
よ
う

と
、
約
二
十
名
の
団
員

が
、
炎
天
の
も
と
、
流

れ
る
汗
を
ふ
く
の
も
忘
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産

米

改

良

ひ

こ
と
し
の
稲
作
の
生
育
は
、
ー
バ
は
け

照
が
少
な
〈
低
祖
国
の
た
め
大
変
心
配
さ
れ

た
が
、
六
、
七
月
は
日
照
が
多
く
温
度
絡

差
も
平
年
よ
り
多
か
っ
た
の
で
、
現
況
で

は
平
年
作
以
上
収
暦
が
見
込
ま
れ
る
位
良

好
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
管
問
一
い

か
ん
に
よ
っ
て
、
う
ま
い
米
を
阜
市J
く
山
す

こ
と
が
で
be
ま
す
。

食
糧
事
情
が
大
変
良
い
の
で、

早
場
米

の
奨
励
金
の
時
期
別
の
も
の
が
廃
・1
さ
れ

る
よ
う
で
す
か
ら
、
本
年
は
特
に
う
ま
い

米
を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

富
山
県
．
並
米
は
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
に
関

連
し
て
、
消
費
地
で
は
大
変
関
心
が
い
白
川
い

よ
う
で
す
υ

如
、
ヶ
米
は
も
ち
ろ
ん
、
く
さ

い
米
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
由
民
作
業
に
は

充
分
注
意
し
、
こ
れ
か
ら
の
管
湾
に
討
を

つ
け
ま
し
ょ
う
U

今
後
特
に
留
志
す
る
点
は
つ
主
の
よ
う

で
す
。病

虫

宮

の

防

除

ωイ
毛
チ
病
穂
首
イ

毛
テ
病
、
技
悦

イ
毛
ナ
病
は
予
防
が
肝
心
で
す
。
出

稼
直
前
、
穂
揃
、
傾
穏
期
の
三
副
は

必
ず
農
薬
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

築
業
は
カ
ス
ミ
ン
剤
を
反
四
均
む
ら

さあ（貯益基金品会見）第1記号(5) 

た
く
散
布
す
る
こ
と
で
す
ι

伺
う
ん
か
類
泊
よ
朝
日
町
制
、
五
箇

庄
等
海
岸
線
で
減
収
被
害
が
山
川
て
ヤ

ま
す
むうん
が
矧
は
株
元
に
幼
山
山
い
か
鮫
川」

し
て
容
を
及
ぼ
す
の
で
、

問
中
に
入

ら
な
ヤ
と
発
川町ん
し
て
か
る
か
・
乙
う
か

わ
か
ら
た
い
の
で
、
よ
く
州
ま
わ
り

し、

1
1
く
見
つ
け
て
削
除
し
て
く
に

C
い
“
B
H
C剤・
を
使
用
す
る
と
、

〈
さ
い
ポ
の
原
因
と
な
る
予
が
あ
り

ま
す
か
ら
ダ
ナ
ポ
ン
咋
・
そ
使
用
ず
る

と
よ
i
で
し
ょ
う
’
J

現什什
一朝
H
町
で
、

k

j

j

・ノ
ン
H

．か
多
〈
先
生
を
み
て
い
ま
ナ
u

ウ
ン

力
願
は
一
株
に
五
匹
以
上
売
パ・
一ナ
る

と
被
需
が
山
ま
ず
か
ら
丸
川
で
山
除

し
て
く
た
さ
し
r
b

実
肥
、
穂
肥
の
施
用

倒
伏
の
七
配
が
た
く
な
り
、
日
制
山
富
山

除
体
制
が
で
主
て
お
れ
ば
、
実
肥
、
棺
肥

の
施
用
々
し
て
、

A
A
肢
の
九
い
允
引
火
し
た

千
判
前
一
の
向
い
米
を
作
り
ま
し
ょ
う
υ

aμ当
N
成
分
で
一
一
間
の
施
用
量
は

一
均

位
が
適
当
で
、

，・一
蒔

u下
が
安
全
で
す
。

回
数
を
増
し
て
い
く
方
法
で
増
収
を
凶
り

古品

1
v
よ
同
ノ
む

水
の
か
け
引
き

稔
突
に
は
次
分
が
よ
初
で
す
d

川
十
生
と

共
に
、
小
晩
作一
の
水
を
切
ら
た
い
よ
う
工

夫
し
て
水
を
か
け
て
く
だ
さ
い
む
氷
分
い
か

必
要
で
す
が
、
多
す
左
て
も
忠
／
、
、
そ
れ

は
水
田
の
沿
度
が
高
く
な
る
か
ら
で
す
。

ま
た
根
腐
れ
の
防
閣
と
な
る
こ
と
も
あ
り

く
さ
り
次
に
な
ら
な
い
よ
う
に
巧
え
「
－く

ど
さ
い
。適
期
刈
り
取
り

特
に
溺
山
半
生
は
刈
り
取
り
通
期
を
良

〈
見
分
け
、
人
干
の
少
な
い
万
は
む
し
ろ

平
日
に
刈
り
取
っ
て
く
に
さ
い
。
半
生部慨

は
開
花
か
ら
三
十
け
日
間
位
で
刈
り
取
る
円

安
そ
立
て
て
く
ビ
さ
い
。
刈
り
遅
れ
る
と

大
変
米
質
が
劣
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

胴
割
れ
が
川
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
立
毛

小
に
も
胴
割
れ
し
ま
す
む
燥

く
さ
い
米
や
ヤ
ケ
米
の
民
間
は
、
乾
燥

中
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

パJ
税
の
’t
、、、は

必
ず
乾
燥
器
に
入
れ
て
乾
煉
し
ま
し

ょ

う
。
乾
燥
器
の
石
油
の
に
お
い
が
つ
く
ニ

と
が
あ
り
ま
す
む
昨
年
、
朝
日
町
政
米
に

も
く
さ
い
米
が
山
た
の
で
す
。
本
作
か
ら

く
さ
い
米
、
ヤ
ケ
米
等
は
大
変
問
題
に
な

り
ま
す
か
ら
、
特
に
細
心
の
心
が
け
が
レ

．設
で
す
ら
ぎ
た
過
乾
煉
も
ノ
＼
さ
い
米
の
愛

国
に
な
る
よ
う
で
す
。
水
分
は
十
円
%
i

卜
ぷ
u
m
に
し
て
う
ま
し
必
と
し
て
川
荷
し

ま
し
ょ
う
乙

乾

ぃ
。
い
ね
の
あ
と
で
は
、
八
パ
十
二
日

1

十
三
日
位
で
良
レ
の
で
す
じ
ま
身
体
に
は

訂
版
が
必
＼
安
で
す
。
料
・
三
均
位
地
下
織
し
ま

1ν
卜
仇
rJ
・u

六
回
恨
の
円
山
荷
は
作
り
や
す
い
宮
点
で
山
内

い
で
し
ょ
う
－v
心
人
様
の
曲
が
り
は
一
双
葉
め

と
き
に
快
山ん
す
る
も
の
で
す
む
．M
集
め
と

J5
曲
が
っ
て
い
る
も
の
は
間
引
く
ζ

と
で

す
。
風
が
吹
く
よ
う
で
す
と
1
一人
れ
し
て

予
防
し
て
く
だ
さ
い
。

N
が
多
い
と
γけ
味
が
つ
く
も
の
で
す
か

ら
、
味
を
つ
け
る
の
は
N
が
少
な
い
々
が

よ
い
よ
う
で
す
υ

大
棋
は
ア
l
戸
v
J
り
六

百
本
村
一
収
穫
で
き
る
も
の
で
す
ω

五
わ
uc
の
扇
子
、
甘
ら
ん
の
締
イ
の
描

一
期
は
九
月
五
日
頃
が
通
期
で
す
む

内
分
で
繍
子
を
帰
陣
し
て
作
る
の
も
ま

た
楽
し
レ
も
の
で
す
む
新
鮮
な
軒
来
で
支

日
早
を
に
ugわ
し
て
毎
い
か
一
策
し
く
暮
ら
し

ま
し
ょ
う
。

（
入
醤
農
業
改
良
地
問
及
所
朝
日
交
a

山）

秋
野
菜
を
作
り
ま
し
ょ
う

人
ー
か
ら
経
子
を
体
備
し
て
ま
き
ま
し
ょ

う
U

結
球
自
決
は
耐
病
六
十
日
旧
来
は
良

い
よ
う
で
す
。
絹
子
を
ま
く
の
は
山
捕
の
例
午
、
車
に
な
る
と
交
通
事
政
が
多
充

十
五
日
位
前
を
考
え
て
ま
い
て
〈
一
に
さ
し
ま
す
ω
特
に
本
年
上
半
期
の
人
将
警
察
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別
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
u

①
道
路
を
み
だ
り
に
向
動
車
、
向
転
車
、

一附
口
間
資
材
寵
場
な
ど
に
使
用
し
な
い
よ

う
物
件
を
除
去
し
、
ま
た
は
作
業
場
と

し
て
使
用
し
な
い
こ
と
。

r

岱
沿
道
に
閉
山
宅
地
か
ら
の
道
路
へ
の
誹
水

ま
た
は
、
JJ

一水
明
が
道
路
上
に
突
き
た

し
て
い
る
た
め
、
交
通
に
支
障
を
及
は

し
て
い
る
も
の
は
撚
備
除
去
す
る
こ

Lι

。

①
土
砂
、
ご
み
品
川
を
道
路
に
檎
て
な
レ
こ

と

。

（

建

設

課

）

8
月
1
日
！
羽
目

道
路
を
守
る
月
聞

き
れ
い
な
道
路
は
安
全
道
路

正
し
い
通
行
明
る
い
道
路

明
る
い
町
に
き
れ
い
な
道
路

泊
路
交
油
の
著
し
い
発
展
に
伴
い
、
道

路
環
境
の
教
備
に
つ
い
て
多
大
の
関
心
が

公
判
せ
ら
れ
て
い
る
現
在
、
ん
よ
間
的
に

「
道

路
を
ま
も
る
パ
問
」
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
町
民
各
位
に
は
次
の
諸
点
に
つ
き
、

「
人
に
め
い
わ
く
を
か
け
な
い
よ
F

つ
」
格

一
夏
の
交
通
事
故
防
止

享の羽、'J"

J-＜足τ没5うj妥d庁歩さl 

署
管
内
の
事
故
は
、
昨
年
同
期
の
七
十
%

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
季
に
激
同
宿
す
る
交
道
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
以
行
者
、
運
転
者
の
方
は

次
の
F

」
と
を
特
に～
γ
っ
て
、
事
故
防
止
に

つ
と
め
て
く
だ
さ
レ
。

一
、
忠
治
の
安
へ
ん
を
よ
く
確
か
め
横
断
す

る
よ
う
に
。

一
、
路
上
へ
の
飛
び
だ
し
、

路
上
逝
技
は

し
な
い
よ
う
ω

一
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
、
傘
さ
し
運
転

供
問
の
熱
川
火
を
し
な
い
よ
う
。

一
、
澗
酔
運
転
は
ぜ
っ
た
い
し
な
い
よ

。
λ

，J 

一
、
横
断
舗
道
の
徐
行
、
一
時
停
止
の
励

行
を
。

一
、
車
問
距
隊
の
保
持
と
無
理
な
追
い
越

し
を
し
な
い
こ
と
。

一
、
踏
切
安
全
確
認
の
励
行
を
。

（
入
簿
警
察
署
）



事
業
の
一
端
と
し
て
、
林
道

域
品
川
一
線
開
設
事
業
が
こ
の
ほ

ど
始
ま
り
ま
し
た
心

こ
の
林
浩
被
山
線
は
、
利

別
対
象
広
域
三
七
ヘ
ク
タ
1

w
の
造
林
、
一泉
川制
作
院
を
目

的
と
し
て
開
設
さ
れ
る
も
の

じ
、
開
設
延
長
は
、
国
道
八

号
線
峨
山
ト
ン
ネ
山
川
の
来
日

よ
り
約
一

一一
一一心
米
山
九
時
間
に

下
が
っ
た
地
点
か
ら
鷲
貯
に

五
る
延
長
約
一
一
、

0
0
0
4小
児
童
の
簡
や
か
な
成
長
を
附
る
た
め
、

（
陥
員
四
米
）
で
す
。

こ
と
し
も
次
の
と
お
り
、
心
身
隙
皆
川川
辺

切
取
、
盛
十
一
に
つ

い
て
は

回
相
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
心
日
頃
悩
ん

自
衛
隊
第
一一一一一

一
施
設
隊
の
で
お
ら
れ
る
児
支
問
題
に
つ
い
て
気
軽
に

分

協
力
で
、
プ
ル

ト
l
ザ

l
三

ご

祁
設
く
い
に
さ

hu
な
お
山
松
山
山
隊
午
、
知…

訟

ム

口
、
隊
員
二
十
名
が
、真

夏

の

料

と
な
っ
て
お
り
ま
す
G

か
ね
て
よ
り
凶
の
施
策
と
炎
天
下
に
も
め
げ
ず
、
汗
を
流
し
な
が
ら
υ

一、

日
持
及
び
場
所

し
て
注
目
さ
れ
て
レ
た
林
茶
話
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
む

k
Jヨ

J
～JR1

．＼
j
二
十
七
日

Z
C
牛
，
削
十
時

1

構
造
改
務
卒
業
が
、
附
和
四

こ

の

ふ

わ

J
城

U
務
。
設
の
院
は
奥
地

の

ノ

1

十
二
年
度
に
朝
日
町
が
指
定
資
源
開
発
に
大
主
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
ん
1

後
三
時

を
う
け
、
昭
和
附
十
ご
一

年

度

に

な

り

ま

す

。

（

産

業

訓

）

朝
日
町
役
場
（
ぷ
場
）

よ
り
事
業
に
節
子
し
、
こ
の
ハ
可
抗
〉
向
術
隊
討
に
よ
る
開
削
作
業

一
、
相
談
判
当
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家
屋

耕
地
な
ど
に
大
被
害

6
・
初
豪
雨

六

郎

谷

山

が

崩

壊

六
月
三
十
日
に
製
っ
た
集
中
降
雨
で
、

朝
日
町
大
平
地
先
水
上
谷
上
慌
の
六
郎
谷

山
が
崩
壊
し
、
急
激
に
続
出
さ
れ
た
十
、

砂
、
礁
が
一
挙
に
河
川
を
埋
没
し
、
多
大

の
被
盛
田
を
出
し
た
ο

〈
被
害
状
況
V

建

物

全

壊

四

戸
、
半
駿
四
一戸
、
設

水
流
戸

避

雌

戸

数

七
一戸

〈
附
十

一
名
）

耕

地

統

失

抑

一役一

、
ホ
ヘ
ク
タ
1

レ

路

－欠
壊
じ
．
九
の
米

道

切

役

一
X
U
O米
（
橋
り
ょ
う

（黙＇ij；｛~~詞）第1日号
林 7k

一
出
所
）

埋
没
欠
陥
明
二
円

0
4A

山
地
崩
壊
五
ヘ
ク
タ
ー

ル

（
崩
壊
土
砂
一

O
万
丘
方
米
、

流
出
問
万
立
方
米
〉

自
動
車
一
台
、
刻
転
機
四
一
口

流
失

こ
の
水
上
谷
川
は
、
附
和
円
十
年
の
大

災
告
を
胎
め
、
過
作
数
肢
の
災
山
に
あ
っ

て
お
り
、
町
と
し
て
は
、
関
係
川
尚
之
共

に、

一肉
び
こ
の
よ
う
な
災
御
の
な
か
よ
う

鍋
－
の
際
抜
本
的
な
計
州
に
よ
る
早
期
似
川

か
一
対
策
中
で
す
ω

（
述
設
課
）

治河そ

の

他 ill Jll 

£』
ココE

’L' 

〈
V
A
4
向
九
〉

す
さ
ま
じ
い
被
内
状
耐

県
児
童
柑
談
所
、
県
精
神
薄
弱
者
更
生

相
談
所
、
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー

一
、
相
談
内
容

児
童
の
性
絡
、
非
行
、
適
正
、
教
育
等

身
体
障
筈
児
及
び
精
神
薄
弱
児
の
発

護
、
医
捺
、
施
設
入
所
、
就
胸
、
社
会

復
帰
、
生
計
等
c

一
梢
糾
術
作
間
制
功
。

（
一
民
生
訓
）

マ
街
頭
相
談
所
開
設

悶
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
及
ひ
術
人
思

給
勾
の
街
頭
柑
談
所
を
次
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
ト
。

記

一
、
け
時

八
月
二
十
日
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

一
、
場
所
朝
日
町
本
町
エ
ピ
λ

房
副

一
、
相
談
相
当

県
一国
民
年
金
却一師、

朝
巴
町
民
生
課

県
社
会
福
祉
謀
、

（
民
生
課
）

V
八
月
の
人
権
身
上
相
談

U
時

八

月

十

九

H
（月）

牛
後
二
時
か
ら
三
時
ま
で

泊
職
士
会
館

i),j 

所

（
総
務
削ぢ

海
外
へ
の
ば
せ

暮
ら
し
の
設
計
図

躍
進
月
ざ
ま
し
い
南
米
（
プ
ラ
シ
片
）

で
は
、
す
ぐ
れ
た

H
本
人
の
技
術
と
能
力

宏
、
雨
を
待
つ
カ
エ
山
げ
の
よ
う
に
首
を
長

く
し
て
望
ん
で
い
・ま
す
乙

朝
日
町
の
若
人
達
よ
ヶ
・
・
あ
な
た
の
腕
J
M」

海
外
で
J
ム
レ
に
伸
ば
そ

5
で
は
あ
り
ま
せ

し

ト
レ

j

ノ
d
J

U

海
外
務
作
の
一」
伺
ぷ
は
時
築
課
の
点
へ
と

う
そ
む

「
保
栄
訓｝

国
を
さ
さ
え
る
若
い
力

自
衛
官
募
集
（
ニ
等
陸
海
空
士
）

問
いん円
せ
は
役
場
総
務
探
ヘ

ー
泊
郵

－

l

新

泊
郵
便
局
で
は
、
事
業
の
仲
炭
に
伴
い

従
来
の
間
合
で
は
手
ぜ
ま
と
な
り
、
本
年

一半
h

べ
か
ら
新
局
舎
を
建
設
し
て
レ
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
完
成

L
、
八
月
四

H
に
移

転
し
て
、
五
日
か
ら
新
日川
介
で
の
業
務
を

開
始
し
て
レ
ま
す
。

電
話郵

便

係

朝

日
①

一
九

一
O

貯

金

保

会

庶

務

会

訓

朝

日

①

O
O
四
二

郵

使

帯

サ

九

三
九

C
七

（泊
郵
便
局
）

j~鉄

間［ト一一
m

泊郵便局移転先

'".:・::・":"':" ~~~ 
己一
法務局

巡 り

北
電｜

S来

情j !!iii 
易 ｛史
仇：貯
二険お金
の がらで
J首 門が明
こっ卸1・る
0) tょ〈
（橋伸
f臼 乙に
妥Ii る
｛史
んj

三 λ六高根1
J,L l::l 
I FlJ 。111ド1 If庁
七 f:ll役

刷以J

1:r1編
1ti¥ )i£必飢
fl!~ 昂lj ;1ft 
啓 発
－~；－ '.dh料 jタi11 


